
  

学校内での新型コロナウィルス感染症への対策を強化しました！ 
 ご存知のように、佐賀県でも新型コロナウィルス感染症が急拡大し、これまでに経験したことがな

い感染者数が連日報道されています。本校でも先週、メールでお知らせしましたように、初めて新型

コロナウィルス感染症に伴う学級閉鎖を行いました。現在、武雄市の規定では陽性者が１人でも発生

しましたら、一旦該当クラスを学級閉鎖し、その後、杵藤保健福祉事務所や武雄市教育委員会と連携

を図りながら感染範囲を特定し、それ以上の広がりが見られないと判断した場合、学級閉鎖を解除す

るという流れとなっています。（感染者、濃厚接触者については、杵藤保健福祉事務所の指示で自宅

待機期間が設けられます。長期の出席停止及び学級閉鎖の場合、オンライン授業を行い、学びを止め

ない対応を行っていきたいと思います。） 

 学校としては、「外部からウィルスを学校内に持ち込まないこと」、「持ち込まれたとしても感染

を広げないこと」を第一に考え、１月２１日（金）から以下の対策を強化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各家庭においても、これまで同様、毎朝の検温（健康観察）、家を出る時からのマスク着用（あご

マスク・鼻マスクは不可）、手洗い、手指消毒の徹底をお願いします。もし、普段より体温が高かっ

たり、体調がすぐれなかったりする場合は、登校を見合わせてください。（同居の家族に風邪症状が

ある場合も同様にお願いします。）発熱等風邪の症状がある場合は、必ず病院受診をしてください。 

 また、繰り返しのお願いになりますが、新型コロナウィルス感染症は誰もがかかりうる病気です。

感染者、濃厚接触者とその家族等に対する詮索や誹謗中傷等、偏見や差別につながらないよう冷静な

対応をお願いします。 

「人権に関すること」及び「感染防止対策」については、私からも先週金曜日に、リモートで全校

児童に以下の話をしました。その後、各担任からも学年の実態にあった話をしました。（学級閉鎖を

おこなったクラスについては、本日、各担任から同様の話をしています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染防止対策は十分に行っていきますが、現在の県内の感染状況を考えますと、今後も新たに児童

の感染者が発生する可能性があります。感染状況が落ち着くまでは、上記の人権教育と感染防止対策

を徹底していきたいと思いますので、今後とも、ご理解ご協力をよろしくお願いします。 

令和４年１月２４日 №１１ 

武雄市立山内東小学校 
Tel 45-3565 Fax 20-7014 
文責： 校長 岩永 宏紀 

学校教育目標：『ひるまず がんばる しき（志気）の高い児童の育成』 
◆ 山内東小の約束：『相手がいやがることは しない 言わない』 

◆ 山内東小学校は「立腰教育－あいさつ・返事・はきものそろえ」で頑張っています。 
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【「全校集会」での校長の話】 

１ 人権について 

・新型コロナウィルス感染症は誰もがかかりうる病気であること。 

・感染した人が悪いわけではないこと。 

・感染者や濃厚接触者が誰かを詮索しないこと。 

・もし、感染者や濃厚接触者を知ったとしても決して他人に言わないこと。 

・感染者や濃厚接触者に対して、絶対、誹謗中傷や偏見、いじめなどを行わないこと。 

２ 感染防止の強化について 

・登下校中のマスク着用の徹底（家を出る時から）について 

・昼休みや体育の時間でのマスクの着用について 

・給食時の黙食の徹底について 

【学校でさらに強化している対策】（１月２１日（金）～ 感染状況が落ち着くまで） 

・毎朝、玄関前で職員による検温（37.5度以上または37度以上で明らかに平温より高い場合は、

別室で待機させ、迎えに来ていただきますのでご了承ください。） 

・昼休み及び体育時のマスクの着用（息苦しくならない活動を行います。） 

※他の時間は、これまでもマスクを着用しています。 

・給食時の黙食の徹底（はみがきは時間差で行い、距離をとって行っています。） 

・保健室利用の分室化（風邪症状児童とケガ等の児童に対応する場所を分けます。） 

・消毒作業の強化（毎日、放課後、職員による消毒作業を実施しています。） 

・フッ素洗口の休止（飛沫防止のため）            等 



 


